
授 業 実 践

１．はじめに

文部科学省の実態調査［１］によると，携帯電話に

関する学校や教育委員会の取り組み状況は，表１

のとおりである。高等学校の場合，学校への持ち

込みを禁止にしている割合は，小中学校にくらべ

圧倒的に少ないが，学校への持ち込みを認めてい

るが授業中の使用を禁止している学校が５７パーセ

ント（２，５２５校），持ち込みを認めているが学校内

での使用を禁止している学校が１８パーセント

（７９８校）と報告されており，発達段階に応じた対

応の違いや配慮がみられる。

小中学校の場合，携帯電話の校内への持ち込み

を禁止する一方で，携帯電話の所有状況は中学３

年生では５０パーセントを超えており，家庭では

「安全面」から子どもに携帯電話を持たせている

ようだ。子どもたちの実態を十分理解したうえ

で，学校教育・家庭教育に求められるものを取り

入れていきたい。

２．高校１年生のケータイ事情

本校では，携帯電話については，マナー指導で

対応してきた。平成１２年から入学時の保護者同伴

のガイダンスを実施し，ネットワークを活用した

情報コミュニケーション力の育成のためのモラル

教育に力をいれてきた。携帯電話を持っていない

生徒は，２，３年前から変わらず４０人に１人ぐら

いの割合である。情報Cの授業では，生徒の実態

を把握するために，アンケートを実施してきた

が，昨年の１年生（２００８）と今年の１年生（２００９）

の携帯電話に関するアンケートの結果を比較して

みた。ネットへのアクセス方法は，「自宅のコン

ピュータ」が６８パーセントと意外に多く，今年の

１年生（２００９）の携帯電話の利用目的は，圧倒的

に電話とメールが多いことがわかった（図１）。

ネットへのアクセスは自宅のコンピュータが多

い一方で，「ホムペ」「リアル」へのアクセスが多

いことにも注目したい。「ホムペ」は携帯電話向

けの個人のWebページで，自己紹介を掲載する

「プロフ」や，文章などの随時書き込みによる「リ

アル」とともに，１０代女性を中心とする携帯電話

文化として注目されているようである。本校１年

生のＯ君は，「僕は携帯を持っていて，家のパソ
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表１ 携帯電話に関する学校や教育委員会の取り組み状況〔１〕 電話

メール

掲示板

SNS

リアル

プロフ

ホムペ

サイトに
アクセス

音楽の
ダウンロード

TVを見る

人数 ０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００ １２０ １４０ １６０ １８０

１１４

１６６

３８

１４

４１

２６

７２ １８７名，５５７回答
１人当たり２．９８回答

５８

２８

０

図１ 携帯電話を使う目的（２００９）

○教育委員会の取り組み（原則持込禁止）

都道府県 市町村

小 学 校 ２９％（７） ９０％（４６１）

中 学 校 ３３％（８） ９０％（４６０）

高等学校 １３％（３）

○学校への携帯電話の持ち込み原則禁止

公立小学校（２１，８００校） ９４％（２０，５２７校）

公立中学校（１０，０４５校） ９９％（９，９１９校）

公立高等学校（４，４５５校） ２０％（ ８７８校）
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コンもインターネットに繋いでいるので，プロフ

やHPを見ることが多い。プロフでは，自分の本

名を晒している人はかなりいるし，学歴までも公

開している人が多い。HPでは，友達の写真や自

分の写真，プリクラなど，個人を特定できるもの

を簡単に見ることができるので，悪用されたら非

常に危険だと思う」と分析している。

携帯電話の利用時間については，昨年にくら

べ，今年の１年生（２００９）は，３時間以上が約３０

パーセント程度に減っている。これは全国の調査

結果と類似している［２］。

また，携帯電話を持ってからいやな経験をした

ことがある生徒は，昨年より少し減って，約３５パ

ーセントであった。内容は，メール関係が非常に

多く，チェーンメールの被害が増加している（図

２）。また，いやな経験は，高校では１件に対し，

中学校時代は５０件，小学校時代は１２件であった。

また，被害は時間とともに低年齢化が進むことが

予測され，やはり学校における情報教育への期待

も大きい。

３．家庭教育の事情

家庭において「親と何らかの取り決めがある」

と回答した生徒は，学年全体のわずか１８パーセン

トだった。取り決めの中には，「携帯電話は自分

の部屋に持ち込まないでリビングで使用する」

「家に帰ったら親に預ける」「ご飯時は携帯を親に

預ける」など，微笑ましいルールがあった。また，

フィルタリングに関する理解や利用が予想以上に

少ない。しかし，「本当に有害なサイトだけ見ら

れなくなるなら，フィルタリングは必要」と答え

た高校２年生は，５０パーセントを超えている［２］。

生徒や保護者がフィルタリングのしくみを学習で

きる機会の必要性とともに，「本当に有害なサイ

トだけ見られなくなる」技術を社会が提供しなけ

ればならないと感じる。また，「本当に有害なサ

イト」の定義も難題である。

４．事例から学ぶ情報モラル学習

前述までに文部科学省［１］［２］，総務省［３］の調査報

告と高校生のアンケートにより，生徒の実態を把

握したうえでの教育の重要性を述べてきた。しか

し，教科書ではなかなか対応できず，情報モラル

等の指導に関する教材の工夫が求められる。そこ

で，生徒の実態により近い事例を取り上げた教材

『事例でわかる情報モラル 改訂版』（実教出版）

を紹介する。

見開き２ページで１つのトピックを取り上げ，

左ページでは漫画での事例紹介と問題点の抽出，

右ページでは「社会の目」「科学の目」という２

つの視点から問題解決のための資料を掲載し，な

ぜこのような問題が起こったのか，どの時点で防

げたか，どのように解決できるか，今後どのよう

に対応すればよいかなどを生徒に考えさせる教材

となっている。また最後に簡単な演習問題で学習

内容の確認も行える。社会の目は「社会と情報」，

科学の目は「情報の科学」という新課程での２つ

の科目を視野に入れた構成になっている。さらに

巻末の資料編や別添のワークシートなど，付録も

豊富であり，この本を生徒に持たせるだけでも，

自主的に学ぶことができるような構成である。

次の事例は，本校の生徒のレポートから題材を

提供したもので，今の高校生の実態が描写されて

いる。図３は，「迷惑メール」の内容で，高校生

なら誰もが経験し得る被害例である。中には被害

に気がつかない場合もある。本書の右ページで

は，「社会の目：スパムメール」「科学の目：なぜ

スパムメールが届くのか」という２つの視点で分

析ができる。また，チェックポイントとして迷惑

メールの種類，携帯電話に関する知識として「迷

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

５

０
電話 メール チェーン

メール
掲示板 プロフ 出会い系 その他

（複数回答）
３４

■２００９ ■２００８

２６
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７
５ ５ ５ ５

２２ １１

図２ いやな経験の具体例（２００９と２００８の比較）
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惑メール拒否設定」の方法が掲載されているた

め，被害にあわないためにどのような対応ができ

るかを自ら考えることができる仕掛けになってい

る。

このように身近な事例を取り上げ，問題点を自

ら抽出し，解決策を考えるために，３０のトピック

が用意されている。高校生だけでなく，中学生か

ら高齢者まで，非常にわかりやすく使いやすい教

材となっている。

５．情報発信者の責任と受信する側のリスク

総務省の報告［３］に，情報に関する考え方の調査

の中で，年代別の回答に興味深い数字がある（表

２）。「責任ある発信をすべきだ」という回答は若

年層が一番少なく，一方「受け手が責任を持つべ

きだ」は若年層が最も多い。「情報発信者には十

分責任があり，情報の受信にはリスクを伴うこ

と」を常に意識した情報の収集を行う姿勢を学校

教育に取り入れるべきである。

今年の５月，新型インフルエンザ流行により，

一時学校閉鎖になった。阪神大震災以来のことで

ある。とともに，学校からの緊急連絡を装うチェ

ーンメールも大流行した。緊急連絡用のメールア

ドレス登録のための返信と，友人へ回すことを促

すものだった。情報の授業で「チェーンメールは

回さない」と学習した常識ある生徒もだまされた

という。このことから学んだことは，「情報は自

主的に取得するもので，決して受け身にはならな

いこと」である。しかし，無責任な情報発信を認

めたわけではない。自分に必要な情報をいかに効

率よく収集し，その信ぴょう性を確かめるか，繰

り返し学校教育で実践していくことの重要性を感

じる。

学校公式Webサイトやブログを使った情報発

信も適宜行った。学校が再開するための連絡で，

電話回線が不足した。これらを教訓に，学校緊急

連絡用メール登録を７月から始めた。ただし，学

校から返信や転送，お金の振り込みなどを強要す

るものではないことを十分理解してもらい，でき

るだけ登録してもらうよう呼びかけている。９月

時点で学校全体の７割の登録が終了している。

参考文献

［１］ 学校における携帯電話等の取り扱いに関する調査
（文部科学省児童生徒課，平成２１年１月３０日）

［２］ 子どもの携帯電話等の利用に関する調査結果（文
部科学省生涯学習政策局，平成２１年２月２５日）

［３］ 平成２０年度情報通信に関する現状報告（総務省）

A．情報の発信者は、受け手のことを考えて責任
ある発信をすべきだ

B．情報発信者は自由に表現し、情報の取り扱いは
受け手が責任を持つべきだ

A B

高齢者層 ６７．７％ １２．０％

家庭生活者層 ６６．６％ １１．３％

勤労者層 ６３．６％ ２０．２％

若年層 ５７．１％ ２２．４％

表２ 年代別にみる情報に関する考え方

（上：ケータイ買ってもらったけれど…）
高校に入学してケータイを買ってもらい，まず着メロ

や着うたをダウンロードしたところ，迷惑メールがどっ

さり届くようになってしまった例。

（下：写真を撮ったら大量のメールが…スパムメール？）
写真シール（プリクラ）を撮影し，ケータイの待ち受

け画像にするために機械にメールアドレスを登録したと

ころ，さらにURLつきのメールで誘導され，友人とと

もにメールアドレスを登録してしまい，後で登録料を取

られるとともに迷惑メールも送られてくるようになって

しまった例。

図３ 『事例でわかる情報モラル』の漫画例
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